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［ 現職 ］
摂南大学 学生部スポーツ振興センター 教授

［ 来歴 ］
● 1982年～1987年
　ラグビー日本代表（Cap10）
● 1986年
　第１回ラグビーワールドカップ出場
● 1989年～1992年
　U21ラグビー日本代表 監督
● 1990年～1994年
　A日本代表 監督
● 1992年～1996年
　第3回ラグビーワールドカップ日本代表 コーチ
● 1995年～2001年
　学生日本代表 監督
● 1992年～1995年
　日本選抜代表 監督

Message
ラグビーは15人のプレイヤーがそれぞれ異な
るポジションや状況ごとに変化する役割を担
いながら、チーム全員の力と心を合わせて相
手のインゴールまでボールを運ぶ競技です。
摂南大学ラグビー部は一人ひとりが自身の行
動に責任をもち、他者を尊重する精神を培う
ことで人として成長できるチームとなることを
目指しています。

［ 現職 ］ 
ナカガイクライミング株式会社 代表取締役

［ 来歴 ］
● �2015年 

公益社団法人 日本山岳 ・スポーツクライミング
協会 選手強化委員会 常任委員

● �2016年～現在 
公益社団法人 日本山岳 ・スポーツクライミング
協会 日本代表コーチ

● �2018年～現在 
一般社団法人 日本クライミングジム連盟 理事

● �2022年～現在 
一般社団法人 大阪府山岳連盟 
スポーツクライミング部 部長

Message
東京2020年オリンピック以来、知名度が高ま
り、スポーツクライミングは老若男女誰もが楽
しめる「アーバンスポーツ」の一種となりまし
た。各種大会において、より高みをめざすこと
は当然のこととして、さらに「ライフスタイルス
ポーツ」であるという特徴から、クライマー本
人だけでなく、仲間や見る人も楽しむことが求
められます。常翔学園グループ内に中学、高
校、大学と一貫したスポーツクライミングに打
ち込める環境が整いました。世界に向けた発
信、地域に向けた発信に努めます！

［ 現職 ］
�摂南大学 学生部スポーツ振興センター 准教授

［ 来歴 ］
● �1993年～2000年
　�東芝府中ラグビー部（現：東芝ブレイブルーパス東京） 

日本ラグビーフットボール選手権大会 優勝３回
● �2000年～2011年
　�東芝府中ラグビー部（現：東芝ブレイブルーパス東京）

コーチ・監督
● �2012年～2016年 

男子７人制ラグビー 日本代表ヘッドコーチ 
「リオデジャネイロオリンピック2016」 
７人制ラグビーフットボール ４位

● �2017年～2018年 
東芝ブレイブルーパス東京 監督

Message
学生スポーツは、競技力の向上だけでなく、
仲間と目標に向かって努力する経験や、困難
を乗り越える中で得られる達成感をもたらし
ます。
ラグビーは、15人のプレイヤーがそれぞれ異
なるポジションや、状況ごとに変化する役割を
担いながら、チーム全員の力を合わせて相手
のインゴールまでボールを運ぶ競技です。
摂南大学ラグビー部は、一人ひとりが自身の
行動に責任をもち、他者を尊重する精神を培
うことで、人として成長できるチームとなるこ
とを目指しています。

［ 現職 ］ 
常翔啓光学園中学校・高等学校 教諭

［ 来歴 ］
● �2004年～現在 

�常翔啓光学園中学校・高等学校 
ワンダーフォーゲル部 顧問（部長）

● �2019年〜2023年 
大阪高等学校体育連盟 登山専門部 委員長

● �2019年～現在 
�一般社団法人 大阪府山岳連盟 
スポーツクライミング部 競技委員

● �2021年 
東京2020オリンピック スポーツクライミング 
競技ボランティアスタッフ

● �2024年〜現在 
大阪高等学校体育連盟 登山専門部 副委員長

Message
常翔啓光学園中高ワンダーフォーゲル部顧問
の北田広明です。同部を全国高校大会女子団
体優勝へ導き、摂南大学スポーツクライミン
グ部ではアドバイザーとして大学日本一や世
界ランキング1位選手の輩出を支えてきまし
た。特にグループの中高大が連携した国内屈
指の練習環境の整備と一貫した選手育成に
注力しています。今後も環境と指導の両面か
ら、次世代クライマーの成長を全力でサポート
し、競技の発展に寄与してまいります。

本パンフレットは、2026年4月1日現在の本学における
課外活動の指定強化団体の情報を掲載しています。
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［ 現職 ］ 
摂南大学 学生部スポーツ振興センター 講師

［ 来歴 ］
● �2007年　大阪世界陸上 10000m 日本代表
● �2008年　北京オリンピック 5000m 10000m 

日本代表
● �2022年～　日本陸上競技連盟 アスリート委員
● 2022年～　ランニング学会 理事

Message
陸上競技を通して、記録の向上はもちろんで
すが、人としての成長にもつながる時間になる
よう心がけて指導しています。競技は思うよう
にいく時ばかりではありませんが、自分の頭で
考え、仲間と支え合いながら一歩ずつ前に進
む経験は、大学生活やその後の人生において
の大きな糧になると感じています。学業とのバ
ランスにも配慮し、学生一人ひとりが挑戦を
続けられる環境づくりに努めていきたいと考
えています。

［ 現職 ］ 
学校法人 奈良学園大学

［ 段位 ］
剣道練士六段

［ 来歴 ］
● 2003年～2004年　大阪学生剣道連盟 幹事
● 2005年　大阪学生剣道連盟 幹事長
● �2006年～2007年 

京都市立伏見工業高等学校剣道部 顧問
● �2008年～2018年 

奈良産業大学（現：奈良学園大学）剣道部 監督
● 2016年～現在　大阪学生剣道連盟 理事
● 2019年　摂南大学体育会剣道部 コーチ
● 2020年～現在　摂南大学体育会剣道部 監督

Message
昨年は男子個人で全国大会に出場しました
が、男女ともに団体戦では関西大会で敗退し、
全国大会に出場できませんでした。
今年は男女ともに個人・団体で全国大会に出
場することを目標にチームの強化をおこない、
学生の主体性を育成・指導していきたいと思
います。

［ 現職 ］ 
摂南大学 学生部スポーツ振興センター 准教授

［ 来歴 ］
● �1983年　関東学生陸上競技選手権大会  

十種競技第３位
● 1981年～2011年　十種競技島根県記録保持

［ 指導歴 ］
● 関西学生陸上競技連盟強化コーチ（混成競技）

Message
オリンピックや世界陸上を見て、陸上競技に
興味を持つ人も多いと思います。
高校まで陸上競技をしてきた人もまた走りた
いと思う人があるかもしれません。
自分の可能性を高めることはとても大事です。
摂南大学陸上競技部はより高みを目指し活動
しています。
そのために自分の限られた時間を使い競技に
打ち込むことが必要になります。苦しいことも
多いかもしれませんが4年間続けることで他
では得られない経験ができ、記録を伸ばす事
はもちろん、人間として成長し社会に出ても活
躍できる人材になれます。

［ 現職 ］ 
日本エースサポート株式会社

［ 来歴 ］
● �2021年　全日本学生柔道体重別選手権大会  

60kg級優勝
● �2023年　全日本実業柔道個人選手権大会　

60kg級3位
● �2024年　全日本実業柔道個人選手権大会　

60kg級3位
● �2024年　講道館杯全日本柔道体重別選手権大会　

60kg級優勝
● �2025年　全日本実業柔道個人選手権大会　

66kg級準優勝
● �2024年〜　 

全日本柔道強化選手指定 B強化選手

Message
本学柔道部は、勝利だけでなく人としての成
長を重視しています。日々の稽古を通じて、自
ら考え、仲間と高め合う力を養います。柔道に
真摯に向き合った経験は、必ず将来の糧にな
ります。

［ 現職 ］ 
摂南大学 学生部スポーツ振興センター 准教授

［ 来歴 ］
● �2011年～2018年 

全日本柔道連盟形競技（投の形） 日本代表
● �2011年～2012年、2014年～2018年 

世界柔道形選手権大会（投の形） 優勝
● ��2011年～2012年 

アジア柔道形選手権大会（投の形） 優勝
● �2012年～2019年 

全日本柔道形競技会（投の形） 優勝

Message
人間力（素直さ、謙虚さ、規律、礼儀、挨拶な
ど）の向上なくして競技力の向上はありえませ
ん。活動を通じて心身ともに成長できるような
場を指導者として支援しています。競技として
の目標は、団体戦・個人戦での全国大会出場
です。この目標を達成するためには、楽しいこ
とばかりではなく苦しいことも多々あると思い
ますが、4年間で得られる様々な経験は、人生
にとってかけがえのないものとなります。指導
者として、柔道部の学生が充実した大学生活
を送れるようサポートしていきたいと思いま
す。

［ 現職 ］
大阪音楽大学講師
清教学園課外活動指導員

［ 来歴 ］
● �大阪音楽大学卒業
● �仏国パリ12区ポール・デュカス音楽院をクラリ

ネットとピアノと室内楽にて最高位を受賞して
卒業

［ 所属団体 ］
● ASTトリオ（クラリネット・声楽・ピアノ）メンバー
● Liberté Clarinet Quartet メンバー

Message
初心者から経験豊富なベテランまで色彩豊か
な人々が集う部活です。地域への貢献度とし
て、様々なミニコンサートやイベントに多数出
演しています。また、年に一度、集大成として定
期演奏会を開催しています。


